






















































Development of Cattle Grazing utilized Local Resources and its 
Requirements for Expansion















































































































































































































































































































































































　まず、前提として、A 牧場が JA が共同出資
し設立した牧場であることに留意する必要があ
ろう。それは、個別経営や一般の企業経営には
表３　Ａ牧場における牛舎、放牧地、飼養頭数の概要（2017年８月現在）
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積極的に求めることができない地域農業の課題
に踏み込んだ取り組みを担う経営体であり、よ
り具体的には、地域ブランドである「千屋牛」
の生産振興の核となっている点が強調されるべ
きである。
　また、WCS、SGS やエコフィードといった
地域資源の活用は、耕種農家および地場食品産
業との連携を促し、事故率低減、健康な子牛・
肥育牛の飼養、ひいては繁殖肥育一貫の健全経
営への転換につなげていることがわかった。放
牧による低コストの自家産子牛の増頭は、繁殖
肥育一貫経営が普及展開するための必須条件で
あり、離乳後の子牛を含めた親子放牧を推進す
るための放牧場の確保およびその政策的支援は
欠かせないものであろう。
　A 牧場の経営主は計数管理にきわめて優れ
ており、毎年のように新規事業に取り組み、経
営革新を図っている。繁殖・肥育等部門別管理
会計の徹底といった経営判断をおこない、放牧
を核とした「地域・国内資源を利用した和牛生
産」を構想し断行しうる経営者能力は、繁殖肥
育一貫経営のアウトプットを規定するきわめて
重要な要素となっている点を最後に指摘してお
きたい。このような経営者能力を十分に検討し
評価することも、今後、地域資源を活用した放
牧の普及性を展望するうえで不可欠であろう。
追記：本研究の調査は、公益財団法人日本食肉
消費総合センターが行った「平成29年度和子牛
増頭経営の普及性に関する調査事業」の中で実
施したものである。調査にご協力頂いた A 牧
場、岡山県備中県民局農林水産事業部、新見市
産業部農林課、一般社団法人岡山県畜産協会の
各関係者に対して、記して感謝申し上げたい。
注
１）現在は４部門（繁殖、哺育育成、肥育、飼料
生産）での管理を行っている。
２）放牧の導入なしに繁殖雌牛の増頭は困難と考
える肉用牛一貫経営は、筆者がこれまで行っ
てきた調査研究の経験からも全国に多数存在
すると考えられる。
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